研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　南山苑　健康管理G　職　種　看護　氏　名　白川　千春

	期　　間　　平成26年10月28日　～　平成26年11月2日

	出張目的　　勤続10年海外研修

	出 張 先　　ハワイ島（ホノルル）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


<全体の考察>

今回、10月28日～11月2日の６日間にわたり、全日本病院協会第３８回ハワイ研修旅行に参加させて頂きました。普段、子育てと仕事の両立の中で、研修に参加する機会にも恵まれずにいましたが、研修目的について、「海外研修に参加することで他国文化に直接触れ、自国文化の見直しをするとともに、今までの業務の取り組みについて振り返り、今後どのように業務へ活かすことができるか考えることを目的とする。また、長年勤務した職員への慰労も兼ねる」といった内容であった事から、見聞を広めながら自分への褒美として参加をしました。

英語を話す環境の中で、自分自身が全く英会話が出来ない為、様々な情報やコミュニケーションを図る事に大変、苦労はしましたが、話す内容が分からないが故に相手の表情や雰囲気、ジェスチャーなどを頼りに意思疎通を図る事で、言葉以外にも人とのコミュニケーションを図る方法がある事に今一度、気づかされました。視察研修先は、「ハワイカイ・リタイアメントコミュニティ」でした。ハワイという気候の良さは基より、施設の立地場所も風の通りも良く、施設の中は穏やかな時間が流れているように感じられました。

<研修スケジュール>

　１日目：ハワイ到着・市内観光

　２日目：講演・施設の視察

　３日目：ショッピングとロミロミマッサージ

　４日目：ワイキキビーチでヨットに乗る・食事会

1日目
<要旨>

ハワイ到着後、市内観光

<考察>

１日目は八戸から東京へ向かい、羽田空港からハワイ　ホノルル空港までのフライでした。無事にホノルル空港へ着陸し、空港内へ向かうと当然、外国人の職員と英語が飛び交う世界。とうとう日本語だけで生活出来ない所へ来たという実感と日本とは違う文化な為、身の安全は自己責任が伴い異文化との交流も臆病にならずに体験しなければいけないと思いました。

到着後すぐに、専用バスに乗って市内観光に行きました。最初にテレビのCMで良く観ていた「この木なんの木」のネムの木を見に行きました。日本でもよく目にしていたネムの木とはスケールは桁違い、きれいに傘が開いたように枝を伸ばし、広大な大自然にストレスを感じる事なく生きているように見えました。その後は高台の墓地やオーガニックのスーパーマーケットに立ち寄ることが出来ました。

英会話が出来ない為、コーヒー1杯を注文するだけで大変な苦労をしてしまいました。

２日目

<要旨>

①9：10～10：00「オバマ政権下で激変するアメリカの医療」

　　　　　　　　講師：聖ルカクリニック院長　小林恵一先生

<考察>

小林先生の講演では日本とアメリカの違いはアメリカは移民の国だから、他国から優秀な人材を連れて来て、相手をすぐに受け入れる事が出来る事に感心した。そうやってアメリカは科学を発展させてきた。文化が違うのを認めよう。様々な価値観がある事を認め、素直に実力を認める事が出来る。

地位が高い人が威張るのはダサい。アメリカ人は不都合な事でも公の場で発表出来る。

日本については労働の質が良い。長野県に旅行に行った際に高校生アルバイトが誠実な対応をしてくれた事に感激した。アメリカでは高い給料を支払えば質の高いサービスが受けられる。

又、アメリカの医療は階級社会な為、現地のアメリカ人であっても外国人が大学院卒で資格を取得すれば、外国人でも上司になれるといった内容でした。アメリカでは向上心を高く持つ必要があると感じました。

②10：10～11：00「看護からみた日米医療の違い」

　　　　　　　　　講師：聖ルカクリニック主任看護師　久場洋子様

<考察>

久場さんは日本の看護大学で資格を取り、助産師として2年間働いた後、アメリカで看護婦として働きたいという思いで、自らどうしたら働くことが出来るのか調べ、1年がかりでアメリカの国家試験を受ける手続きを行い、見事に国家試験に合格されたという事でした。

日本とアメリカの国家試験の受け方は違い、日本は1年に1回、決められた時期に受験するが、アメリカは自ら受験を手配して3ヶ月に1回のペースで受験出来るとの事でした。又、試験内容も1問正解毎にレベルアップし、1問間違えるとレベルダウンした問題が次々、出題されるそうです。

アメリカでは日本と違い、医療保険は個人契約な為、契約内容によって受けれる医療が全く事なる為、看護職であっても、患者様の加入している保険の種類など把握が必要という事でした。

③12：30～14：00「ハワイカイリタイアメントコミュニティ」視察

　　　　　　　　　ルームタイプ：スタジオ/１ベッドルーム/２ベッドルーム/ハウス

　　　　　　　　　主に55歳以上の退職した中・高齢者が元気に安心して暮らせる町を目指し、介護の必要な人から健康で自立した人まで幅広く対応する居住施設と医療・生活関連サービスなどが整備されている。現在370名の方が利用。

　　　　　　　　　医療支援に看護師が4名常駐。

<考察>

　リタイアメント・コミュニティは周りが緑や水に囲まれ、玄関や窓も開放されており、とてもオープンな雰囲気が感じられました。玄関先にはホテルの受付のようにスタッフがカウンター越しに出迎えて下さいました。施設は1～3階フロアで構成されており、シルバー世代の方のニーズに合わせた充実した設備とレクリエーションを提供しているそうです。実際にレクリエーションの場を見学する事が出来ずに残念でした。

食事は2階の見晴らしの良いレストランで取られており、好みに応じて、味付けや栄養・健康が考慮されており、別にチョイス出来る単品類も充実し、ヘルシーおやつ類も終日準備されていました。

居室は絨毯が敷かれ、キッチンやランドリーも完備され、個人のプライベート環境が十分に確保されながらも、緊急呼び出しシステムや24時間警備体制なども整っており、安心して入居出来ると感じました。

　介助が必要な入居者様はアシステッド・リビングでの生活となり、リタイアメント・コミュニティの基本サービス以外に投薬管理・入浴や着替え・トイレ等の日常生活支援・特別食など行なっているとの事でした。実際にどのような介助をしているか見学出来れば良かったです。

３日目

<要旨>

ショッピング

ロミロミマッサージ

<考察>

橋本Ｎｓの現地在住の友人に現地の人が良く行くお店に案内してもらい、朝食はパンケーキ屋さん、

昼食はベトナム料理のフォーを食べました。店の雰囲気もローカル感が出ており、日本人も全くおらずにハワイ感を味わう事が出来ました。食事などの支払いの際はチップ料の計算が難しく、友人に任せてばかりになってしまい、勉強不足や経験不足を感じました。

買い物も地元の人が行くスーパーなどを何件か回って買い物をする事が出来たおかげで、観光客用の店と比べて安い物を半額などで購入する事が出来ました。

４日目

<要旨>

ヨットに乗る

青仁会全員での食事会

　＜考察＞

４日目は朝から天気が良く、ワイキキビーチで写真を撮り合ったり、足だけ海水につけて見たりしていると、目の前にヨットの呼び込みをしており、3人で意見が合致して乗船する事にしましたが、持ち合せが不足した為、値切ってヨットに乗る事が出来ました。

海から見るワイキキの眺めやダイヤモンドヘッドから反対側までの眺望、海の色がエメラルドグリーンからコバルトブルーに変わる様子など見る事が出来て感動しました。

青仁会全員での食事会では日本食を食べましたが、予想通りに値段が高く、量も少なかったが、それも旅の思い出として笑って食べ、楽しい時間を過ごす事が出来ました。
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